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種間関係と生物群集

基礎生物学A-2

お知らせ
5月7日「環境と生物」の講義用パワーポイントを

Web SiteにUpしました。

生態学研究センター　 センターの概要　
構成員　 椿　宜高　 講義資料
http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/%7Etsubaki/PPlist.html

環境と生物　重要語

• 個体群
• 生物群集
• 生態系
• 適応

• 相変異
• 生態的ニッ
チ

• 基本ニッチ
• 実現ニッチ
• 適応放散

• 生命表
• 生存曲線
• 産子曲線
• 内的自然増加率
• ロジスティック
成長

• ある一定の場所に生活する微生物、植
物、動物の個体群が集まって形成され
る生物の集合

生物間相互作用
（種内＆種間）

生物群集

• 共生
• 競争
• 捕食
• 寄生
• 捕食寄生

種間相互作用

捕食者の間接効果
The Grey Squirrel
外来種 1876-1929

The Red Squirrel
在来種 

競争排除による生物の分布変化
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同じ資源を利用する２種は共存できない。

しかし、自然界を見ると同じような資源を利用している
にも関わらず、多種が共存しているように見える。

何か共存のメカニズムがあるに違いない。

競争排除則
 Competitive Exclusion Principle

植物も競争している

２種の共存には競争が緩和されることが必要

1. 利用する資源を少し変える。生態的ニッチの分化
2. 得意とする物理，化学環境が異なる
3. 一方の種しか入り込めない空間が存在する。
4. 数の多いほうが不利となる（捕食者など）
5. 常に撹乱があり、どちらの種も個体数が少ない
….

競争の緩和
生態的ニッチの分化

ガラパゴスフィンチ
コガラパゴスフィンチ

コガラパゴスフィンチ
がいない島

ガラパゴスフィンチ
がいない島

得意とする物理，化学環境が異なる

Tansley (1917) 

アカネ科 ／ ヤエムグラ属

石灰質土壌 酸性土壌

捕食者の効果
ヒトデ



3

撹乱の効果 捕食者と被食者の共存
実験室ではふつう捕食者と被食者は共存できない

ゾウリムシ ウズムシ

(Gause 1935)

自然界で見られる捕食者と被食者の個体数振動 数理モデルでは．．．

捕食者と被食者の個体数の関係を微分方程式で表したモ
デルの解析から，両者の関係は不安定で，振動を続ける
ことが示唆される

単純な系では
捕食者と被食者は絶滅してしまうか
不安定な個体数変動をくりかえす。

複雑な系はより安定
（1）空間的に複雑で被食者の隠れ場が存在する
（2）捕食者と複数種の被食者
（3）捕食者を食う捕食者

捕食者と被食者の共存 生物群集の種多様性
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α多様性とβ多様性 γ多様性：地域全体の多様性

世界の蝶の種数：19,000
日本の蝶の種数：270

γ多様性=19,000
α多様性=270（日本が平均的だとして）
β多様性=18,730

地球全体で見ると
多様性の大部分はβ多様性

群集は時間ととも
に変化する

どう変わるかはある程度予測できる

植物群落の遷移

一次遷移：溶岩流上，火山島などの
裸地から始まる遷移

　「乾燥遷移」と「湿性遷移」

二次遷移：火災跡，林冠ギャップ、
放棄畑などから始まる遷移

火山荒原
（富士山五合目）

落葉広葉樹林
（ミズナラが優占）

植生遷移の調べ方

1986年11月の噴火
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裸地→草原→低木林→陽樹林→混交林→極相林

乾性遷移
乾性遷移

湖→沼→湿原→草原→低木林→・・・

湿性遷移

二次遷移：火災跡，放棄畑など
から始まる遷移

一次遷移との重要な違いは
種子の供給
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ギャップ形成による二次遷移 さまざまな撹乱要因が
遷移系列を循環させる

局所的な撹乱

天災などの
不定期な撹乱

一次遷移

裸地

初期相

遷移の各段階

極相

慢性的な撹乱、
過酷な気候、
貧弱な水土壌条件
は遷移を止める

二次遷移

真の意味の
極相は存在しない
とも言える

極相は森林とは
限らない

世界の極相植生（植物群系）
落葉広葉樹林夏緑樹林/硬葉樹林

常緑広葉樹林照葉樹林/熱帯多雨林 雨緑樹林/砂漠
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ステップ/サバンナ 気温降水量と植物群系

世界の植物群系

α多様性，β多様性，γ多様性

日本の植物群系


